
にする！
広　　　　告

祝！平 成 21 年 度 入 試 第 一 志 望 校 全 員 合 格

志望校を母 校

弘前高校１名、五所川原高13名うち
五所川原高理数科６名、木造高８名
五所工業３名、五一高（特待生）、弘大附属中１名

平成21年度　入試　合格実績 〒038‒3136
つがる市木造萩野13‒23
　　　　　（商工会館裏）
TEL
0173 ‒42 ‒ 1738

進学・学習指導教室

萩野学習会
■対象：小学生・中学生（国・英・数・社・理）

広　　　　告

ハタハタ遊漁者の皆さんへ
　西海岸には冬になるとハタハタが産卵のために来遊してきます。青森県で
は、水産資源の保護などのために「青森県海面漁業調整規則」を定め、漁業
者だけでなく、広く県民のみなさんに守っていただく事を定めていますので、
ご注意ください。

　　　　　　　　　　ハタハタが生んだ卵（ブリコ）を採捕・
　　　　　　　　　　所持・販売することは禁じられています。

　○遊漁者等が使用できる漁具・漁法は次のとおりです。
　　①竿づり及び手づり　 ②たも網、または手網及び四つ手網　 ③投網　
　　④やす（発射装置を有するものを除く。）及びは具 　　　　 ⑤徒手採捕（潜水器により行うものを除く。）
　　※これら以外の漁具（カニ篭など）で採捕することは、禁止されています。

　立入禁止区域など危険な場所での遊漁は、絶対にやめましょう。また、水難事故防止のため、救命胴衣（ライ
フジャケット）を着用しましょう。

　【問い合わせ先】　■市役所農林水産課　電話42－2111（内線417）
　　　　　　　　　■西北地域県民局地域農林水産部　鰺ケ沢水産事務所　電話0173－72－4300

第第6161回 人 権 週 間回 人 権 週 間
　12月 4 日から12月10日までは「第61回人権週間」です。青森県人権擁護委員連合会と青森地方法務局
では次の強調事項を掲げ、県民の皆さんに人権尊重思想の大切さを呼び掛けることにしています。私た
ち一人ひとりが人権について考え、明るく豊かな社会を作りましょう。

◎女性の人権を守ろう　　　　　　　　　　　　　　◎子どもの人権を守ろう
◎高齢者を大切にする心を育てよう　　　　　　　　◎障害のある人の完全参加と平等を実現しよう
◎部落差別をなくそう　　　　　　　　　　　　　　◎アイヌの人々に対する理解を深めよう
◎外国人の人権を尊重しよう　　　　　　　　　　　◎ホームレスに対する偏見をなくそう
◎性的指向を理由とする差別をなくそう　　　　　　◎性同一性障害を理由とする差別をなくそう
◎犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう　　　　◎人身取引をなくそう
◎刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう　　◎インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
◎ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう
◎北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

☆毎日の生活にお困りのときは、青森地方法務局五所川原支局または人権擁護委員にご相談ください。

　　　　　 ■青森地方法務局　五所川原支局　電話34－2330
　　　　　 ■こども人権110番　　　　　　　 電話0120－007－110
　　　　　 ■女性の人権ホットライン　　　　電話0570－070－810

秘
密
厳
守

相
談
無
料 「人KEN

あゆみちゃん」
「人KEN
まもる君」

人権イメージ
キャラクター

×禁止禁止！！
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冬冬を快適に過ごすために除排雪作業にご協力ください！
　今年も雪の季節がやってきます。市では今冬の除排雪を計画して市民生活の安全が図られるよう努力して
まいりますので、市民皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

除排雪業務 除排雪体制
　市では幹線道路・生活道路等の除雪延長約366㎞を
直営除雪と民間委託により行います。
　除排雪業務の実施期間は12月 1 日から 3月31日まで
としますが、除排雪実施期間前後であっても、降雪状
況により除排雪を実施します。

● つがる市の除排雪の体制は、全区域を統括する本部
を市役所建設部土木課に設置いたします。
● 除雪パトロールは市内を巡回し、雪の状況を随時的
確に判断し、効果的な除排雪が実施出来るようにし
ます。

　　円滑な除排雪作業のためにご協力をお願いします　　　　円滑な除排雪作業のためにご協力をお願いします　　

【問い合わせ先】建設部土木課 道路維持係 電話42－2111（内線391・393）

　高病原性鳥インフルエンザウイルスは、渡り鳥によって海外から持ち込まれるものと考えられています。
　秋から冬はハクチョウ等ガンカモ類の渡りが始まり、本病発生の警戒が必要となる時期ですので下記に
注意してください。

◆「家きん※を飼っている方へ」
　① 渡り鳥や野鳥との接触をさけるため、野外での放し飼いはやめましょう。飼育小屋等は防鳥ネット（ 2㎝

角以下）で囲い、スズメ、カラス、ハト等の野鳥が入らないようにしましょう。
　②飼育小屋を定期的に消毒し、清潔な状態で飼育しましょう。また、周辺には消石灰を散布しましょう。
　③ とさかの出血、顔の腫

は

れ、足の皮下出血、家きんの死亡が継続するなど異常がみられた場合は、すぐに「つ
がる家畜保健衛生所」に連絡してください。

　④ 世話をするときには専用の履物、衣服を身に付け、終了後は履物、衣類、手指の消毒をしましょう。
　　※家きん：鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥

◆「死亡した野鳥を見つけた場合」
　① 野鳥は、冬のエサ不足、環境の厳しさや他の病気で死亡することがあります。
　　発見したときは、素手で触らず、ビニール袋に入れて一般廃棄物として処理してください。
　② 野鳥が一ヵ所にまとまって死亡しているなど不自然と思われる場合は、「市役所農林水産課」または「西

北地域県民局地域農林水産部 林業振興課」にご連絡ください。

【連絡先】
●飼っている家きんについての連絡先：西北地域県民局地域農林水産部 つがる家畜保健衛生所 電話42－2276
●野鳥についての相談：•農林水産課　電話42－2111（内線414）
　　　　　　　　　　　・西北地域県民局地域農林水産部 林業振興課　電話0173－72－6613

○深夜作業にご理解をお願いします

　朝の通勤・通学経路、歩行者の安全確保
や作業効率などの理由から、除排雪作業は
深夜・早朝行います。

○路上駐車はやめましょう

　路上駐車は除雪作業の妨げとなり、地域
全体に迷惑がかかりますのでやめてくださ
い。また、事故などでやむを得ず路上に駐車
する場合は、目印に赤旗を立ててください。

○道路に雪を捨てないでください

　除雪後に残る寄せ雪は各世帯で取り除く
ようにお願いいたします。同様に各家庭の
雪を道路に押し出すこともおやめください。

○通行規制にご協力をお願いします

　除雪及び排雪作業を迅速かつ安全に進
めるため、道路を一時通行止めにするこ
とがあります。ご理解とご協力をお願い
いたします。

○消流雪溝は正しく利用しましょう

　消流雪溝は、住民協力により道路の幅
を広げ、地域住民の安全確保のための施
設として整備されておりますので、今冬
もご協力いただきますようお願いいたし
ます。利用に際しては作業終了時、投
雪口を必ず閉める等を守っていただき、
地域の施設として大切に利用くださるよ
うお願いいたします。

○ 除雪車が作業中の時は近寄らない
ようにしましょう

　除雪車は重機械であり、前後10ｍ位は
死角となります。また、雪の中に混じっ
ている砕石、ガラス等が飛び散る場合も
ありますので、30ｍ以内に近寄らないよ
うお願いいたします。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
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2
年
ぶ
り
の
ふ
る
さ
と

　

私
は
9
月
、
2
年
ぶ
り
に
ふ
る
さ
と
に
帰
省
し
ま
し

た
。
懐
か
し
い
場
所
で
家
族
や
友
達
と
遊
ん
だ
り
し
て

最
高
の
旅
行
が
で
き
、「
心
の
充
電
」
を
ふ
る
さ
と
で

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

運
が
良
か
っ
た
こ
と
は「
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
遊
び
が

目
的
の
こ
と
、
日
本
に
帰
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
こ

と
、
初
め
て
の
帰
国
で
は
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
逆

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
で
は
毎
日
会
い
た
か
っ
た
人
と
会
っ
た

り
、
食
べ
た
か
っ
た
も
の
を
食
べ
た
り
、
行
き
た
か
っ

た
場
所
に
行
っ
た
り
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

帰
省
中
い
ろ
い
ろ
な
違
い
に
気
づ
き
ま
し
た
。
日
本

人
は
「
本
音
」
と
「
建
前
」
が
あ
り
、私
は
そ
の
マ
ナ
ー

の
違
い
を
あ
ま
り
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ

リ
カ
人
に
も
建
前
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
度
の
旅

行
で
ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
人
の

正
直
さ
で
し
た
。
何
に
つ
い
て
も
恥
か
し
が
ら
ず
に
本

音
で
話
し
、
知
ら
な
い
人
に
も
驚
く
ほ
ど
話
し
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
時
々
変
な
感
じ
も
し
ま
し
た
が
、

け
っ
こ
う
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
季
節
の
に
お
い
の
違
い
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

し
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
秋
の
に
お
い
は
落
ち
葉

と
薪
ス
ト
ー
ブ
、
秋
の
味
は
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー
ド
ー

ナ
ッ
ツ
と
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
の
ビ
ー
ル
で
す
。

青
森
の
秋
の
に
お
い
は
わ
ら
焼
き
、
秋
の
味
は
な
べ
料

理
と
日
本
酒
で
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
も
田
舎
で
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
車
が

必
要
で
、
農
業
が
盛
ん
で
、
地
域
の
食
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
の
人
に
と
っ
て
の
田
舎
は
帰
り
や
す
い

場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
田
舎
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
員　

ベ
ル
テ
・
デ
ー
ナ

クロスワードに挑戦！
　タテ・ヨコの問題を解いていき、Ａ～
Fの文字を探してことばを見つけてね！
ヒントは「多くの人が行き交うところ」

【
タ
テ
の
問
題
】

1　

坂
本
九
の
大
ヒ
ッ
ト
曲「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

の
外
国
で
の
曲
名
。

2　

日
本
語
は
「
ひ
ら
が
な
」「
○
○
○
○
」「
漢
字
」。

3　

○
○
を
植
え
る
と
芽
が
で
ま
す
。

4　

花
火
の
か
け
声
と
言
え
ば
「
た
ま
や
」
と
「
○

○
○
」。

5　

包
丁
で
切
る
と
き
に
下
に
敷
く
板
や
台
の
こ
と
。

7　

人
形
劇
で
使
う
、
糸
で
操
る
操
り
人
形
の
こ
と
。

10　

○
○
○
○
○
歌
劇
団
。
大
地
真
央
・
黒
木
瞳
ら

を
輩
出
。

13　

さ
だ
ま
さ
し
作
曲
で
山
口
百
恵
の
ヒ
ッ
ト
曲
。歌

い
出
し
が「
薄
紅
の
○
○
○
○
が
秋
の
日
の
…
」。

15　

○
○
○
・
タ
イ
ソ
ン
。
1
9
8
0
年
代
後
半
か

ら
1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
。

16　

同
じ
母
親
か
ら
一
つ
違
い
で
生
ま
れ
た
子
供
。

18　
「
20
世
紀
少
年
」
の
主
人
公
。
映
画
で
は
唐
沢

寿
明
が
演
じ
た
。

21　

物
事
が
起
こ
る
前
に
そ
れ
を
知
る
こ
と
。
○
○

夢
、
地
震
○
○
。

【
ヨ
コ
の
問
題
】

1　
「
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
」
の
髪
型
は
○
○
○
模
様
。

3　

真
っ
赤
な
鳥
居
の
道
が
有
名
な
旧
車
力
村
に
あ

る
○
○
○
○
稲
荷
神
社
。

6　

カ
レ
ー
と
い
え
ば
、
に
ん
じ
ん
・
じ
ゃ
が
い
も
・

○
○
○
○
。

8　

カ
ニ
や
エ
ビ
に
似
て
い
て
、
巻
貝
の
殻
を
借
り

て
生
活
。

9　

移
動
式
の
簡
易
店
舗
。
○
○
○
で
食
べ
る
ラ
ー

メ
ン
は
格
別
。

11　

○
○
○
兼
続
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」

の
主
人
公
。

12　

首
の
付
け
根
か
ら
腕
の
付
け
根
に
至
る
ま
で
の

胴
体
の
側
の
部
分
。

14　

大
金
持
ち
に
な
る
こ
と
を
「
○
○
が
建
つ
」

15　

生
食
用
の
高
級
ブ
ド
ウ
の
品
種
。
ま
た
は
紳
士

服
店
の
名
前
。

17　

マ
グ
ロ
を
醤
油
な
ど
に
つ
け
た
も
の
。
マ
グ
ロ

の
○
○
。

19　

さ
つ
ま
○
○
、な
が
○
○
、た
ろ
○
○
、○
○
焼
酎
。

20　

本
を
た
く
さ
ん
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
建
物
。

22　

病
気
や
傷
な
ど
を
治
す
た
め
に
、
飲
ん
だ
り
注

射
し
た
り
塗
っ
た
り
す
る
も
の
。

23　

日
本
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
『
ぐ
る
ぐ
る

ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
』
内
の
コ
ー
ナ
ー
「
○
○

に
な
り
ま
す
」。

応 募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合
は保護者名も記入）、年齢、広報つがるに対するご
意見などを書き添えてお送りください。正解者
の中から抽選で 5人の方に、「つがーるちゃんエ
コバッグ」をプレゼントします。（11月18日必着）
応 募 先：〒038－3192
　　　　　つがる市役所 総務課文書広報係まで

10月号の答えは「しゃこうきどぐう」でした。
　多数応募していただきありがとうございました。
当選者は次のとおりです。

加藤重夫（木造）・今カツ江（木造）・菊地以巳子（木
造）・加藤美保子（稲垣町）・佐々木美由紀（稲垣町）

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときやご自身が出産や子育てに悩んだときには、
児童相談所や市役所福祉課までお気軽にご連絡してください。お住まいの地域の児童相談
所に電話をおつなぎします。

児童相談所全国共通ダイヤル 0570－064－000
※ お住まいの地域を管轄する児童相談所を特定するため、お住まいの地域の郵便番号等を
押していただくことがあります。（プッシュ信号が出せない電話からは入力ができません。）
※ 一部、本システムに未加入の地域があります。（未加入の場合は、児童相談所の電話番号
がアナウンスされます。）
※ＰＨＳや一部のＩＰ電話からはつながりません。

【問い合わせ先】福祉課　電話42－2111（内線233）

「11月は 　
児童虐待
防止月間」
　　　です
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「3温泉共通特別入浴券」を販売します
しゃこちゃん温泉・じょっぱり温泉・しゃりき温泉
10枚セット購入した方には入浴券 5枚をサービス！

販売価格：3，200円（ 15枚が10枚の値段でお買い求めできます）
販売期間：平成21年12月 1 日～平成22年 1 月15日
販 売 先：しゃこちゃん温泉（42－1277）
　　　　　じょっぱり温泉（25－2390）
　　　　　し ゃ り き 温 泉（56－4126）

法律相談を開催しています
～個人では解決できない法律の問題や家庭問題等お一人で悩んでいませんか～
〈毎月第 2水曜日〉
　期　日：平成21年12月9日㈬　平成22年1月13日㈬
　時　間：午後 1時～ 4時まで
　場　所：社会福祉協議会本所　相談室
　料　金：無　料

※相談は予約が必要です。（℡0173－42－4660）

広報つがる2009.11月号17
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　社会福祉協議会では、夏休み期間中、児童生徒等を対象に「小
学生ふれあい教室」「中学生福祉ふれあい教室」「中高生等ワー
クキャンプ」など各種体験活動を開催し、のべ84名に参加して
いただきました。
　参加者は災害グッズをどんな時にどう使うのかを学んだり、
車椅子を使って介護する側・介護される側を体験しました。
　また、施設を訪問し高齢者と交流を深める体験もあり、自分
と福祉とその関わりについて考えを深め合いました。

　 7 ／25㈯～ 7 ／26㈰、北つがる地区療育キャンプ「愛の
輪ひろば」を開催しました。一日目は金魚ねぶたを作り、つ
がる市ねぶた祭りに参加、横町町内会の皆さんと一緒に練り
歩きました。天候は雨でしたが沢山のねぶたを前に楽しく参
加できました。二日目は、出来島海岸でつがるライオンズクラ
ブの皆さん、地域の出来島財産区の皆さんと一緒に地引き網
体験をしました。参加者も職員も初めて見る地引網みに興奮
しました。地域の皆様のご協力により楽しい思い出ができま
した。

　10／12㈪つがる市社会福祉大会を開催しました。地域福祉向上の
為にご功労いただいた方々に表彰状を、高額寄附をされた方に感謝
状を贈呈致しました。また、福祉の作文の発表、柏小学校児童によ
る「柏っこソーラン」や、木造中学校福祉委員会生徒による「手話
コーラス」などが披露されました。

福祉の作文発表 柏小学校「柏っこソーラン」 ビンゴ大会




